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昨年はインドネシア共和国から 12 名の研修員を受け入れました。研修員達は、交流ボランティア
の方々と瑠璃光寺、秋芳洞を観光した後、白壁の続く萩市内を散策しました。萩ではお茶のお手前
を初めて経験し、研修員達は日本の伝統的な文化に感動していました。

　マレーシア中央政府は、2015 年９月からプラスチック、食品廃棄物などを家庭で数種類

に分別しなければならないとする家庭ごみの分別を強化する法律が施行しましたが、実際

には住民の理解が進まない状況です。そこで、「宇部方式」に基づいて、40 年以上前から

ごみ分別収集を開始し、ごみの分別・資源化と減量化を進めてきた当市の経験を、マラッ

カ州の固型廃棄物処理に関わる自治体関係者に伝えることで、これからその体制を整えて

いこうとするマラッカ州のごみ処理行政に活かすことを目的として研修をしました。

マラッカ州におけるごみ分別の導入支援

マレーシア
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開講式市長表敬訪問

　マレーシア中央政府は 2015 年 9 月から、プラスチック、食品廃棄物などを家庭で数種類に分別しなければな

らないとする家庭ごみの分別を強化する法律を施行しました。

マラッカ州は人口が 852 千人、面積が 1,663㎢ですが、ごみ処理に大きな問題を抱えています。マレーシアでは

福岡大学の福岡方式と呼ばれる、準好気性衛生埋立の技術協力がいち早く行われましたが、最終処分場の収容

量は大量の廃棄物を処分するのに十分ではありません。実際には平均 1,500 ｔ / 日の廃棄物が家庭から出されて

いるマラッカでは、家庭ごみの約 50％が非衛生埋立となり、ごみが山積みになっている状況にあります。家庭

でのごみ分別は重要課題であり、住民への啓発や、教育の強化は非常に重要と考えられています。

　そこで、「宇部方式」に基づいて、40 年前からごみ分別収集を開始し、ごみの分別・資源化と減量化を進めて

きた当市の経験を、マラッカ州の自治体関係者に伝えることで、これからその体制を整えていこうとする州の

ごみ処理行政に活かすことを目的として研修を行いました。

　研修では、宇部市の環境行政、ゴミ処理システム、３Rなどについて学習し、そしてパッカー車を追跡して

地域のごみステーションを回り、ごみの減量とリサイクルのためには、家庭での分別が不可欠であることを理

解しました。そして、住民や企業等の理解と協力を得るための仕組みとして、廃棄物減量等推進審議会、さら

には、ごみ分別に大きな役割を果たしてきた自治会をベースとした環境衛生連合会やごみ減量等推進員の役割

について理解しました。その結果、研修員達は短期（1年）、中期（３年）及び長期（５年）の改善のための提

案を取り纏め、帰国後に対策を講じることを表明しました。

久保田市長を表敬訪問しました。

開講式を行いました。

市民を前にカントリーレポートを発表
しました。

CLAIR 促進事業（モデル事業）
(「宇部方式」によるマラッカ州におけるごみ分別の導入支援 )

■ 研修実施主体　　一般財団法人自治体国際化協会（CLAIR）、宇部市、宇部環境国際協力協会

■ 期 間　　平成27年８月29日（土）～平成27年９月９日（水）　12日間

■ 研 修 員　　ムハンマド・シャハルル・ハフィズ・ビン・アブ・ラヒム　マラッカ州首相府地方自治体局 書記官補

 モホド・ハフィザム・ビン・ムスタファ　マラッカ・グリーン・テクノロジー・コーポレーション事業部 部長

 イスマイル・ビン・モハメド　固形廃棄物・公共清掃管理・コープ（SWコープ）

 　　　　　　　　　　　　　マラッカ州リサイクル及関心向上部長

 アヌワル・ビン・ドルマット　マラッカ歴史都市評議会エンジニアリングおよび環境部 次長

 ヌルル・アクシキン・ビンティ・ズルカルナイン　ハントゥアジャヤ市議会 公衆衛生および清掃部 環境衛生官

■ 研 修 先　　㈱広島企業、㈱アースクリエイティブ、宇部興産㈱宇部セメント工場、山口大学工学部、

 宇部市環境衛生連合会、宇部興産コンサルタント㈱、宇部市環境まちづくりサポーター、宇部市
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研修風景

作成したファイナルレポートを発表しました。

デイステイを行い、ボランティアとの交流を図
りました。

浮田理事長から修了証を受領しました。

送別会でも多くの市民との交流を図りました。

閉講式

市民との交流

子供服、絵本リユース事業
を見学しました

「宇部方式」の概要や宇部市
の環境行政について学びま
した。

環衛連の取組について学び
ました。

「廃棄物処理の法規制」の講
義を受講しました。

環境まちづくりサポーター
による家庭でのごみ分別の
取組について学びました。

分別収集拠点を見学しまし
た。

パッカー車の後を追いかけ
てゴミ収集現場を見学しま
した。

宇部市のごみ処理施設につ
いて学びました。
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■ 研修実施主体　　JICA、宇部市、宇部環境国際協力協会

■ 期 間　　平成 27 年 11 月 26 日～ 12 月８日　13 日間

■ 研 修 員　　インドネシア青年行政官及び技術者　12 名

■ 研 修 先　　宇部興産㈱、山口大学工学部、宇部地区環境保全協議会、

 アクトビレッジおの指定管理者株式会社ＰＭＹ、北九州市エコタウンセンター、

 九州電力㈱八丁原地熱発電所、久留米市中央浄化センター、日田市バイオマス資源化センター、

 宇部フロンティア大学短期大学部、山口県宇部健康福祉センター、宇部市環境まちづくりサポーター、

 宇部市

　インドネシアの将来の国づくりを担う青年 12 名が参加して都市環境管理の研修を受けました。研修

では宇部市が経験した激甚な粉じん公害を「宇部方式」により解決した経験や市内企業、大学等の環境

保全技術を学びました。また、市民の環境への取り組みを市民との交流を通じて肌で感じ、幅広い環境

保全対策や技術などを理解しました。さらに、日本の再生可能エネルギー（バイオマス発電、地熱発電）

や宇部市の環境政策、環境保全対策について学びました。

　今回はインドネシアの各地から研修に参加しているので、ジョブレポート及びプログラムレポートの

発表を 3つのテーマ（環境教育・環境啓発、廃棄物・下水処理、環境汚染）に分けて発表してもらうこ

ととし、事前に話し合って準備をしてもらいました。このため研修員間のコミュニケーションも取れた

と思われます。

JICA 青年研修事業
（インドネシア：都市環境管理コース）

副市長表敬訪問

末次副市長を表敬訪問しました。

開講式を行いました。 市民や関係者にジョブレポートを発表しま
した。

開講式
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リサイクルプラザを見学しました。

アクトビレッジおのでごみ分別の練習
をしました。

家庭ごみの分別現場を見学しました。

宇部方式について学びました。

宇部市広瀬浄水場で上水道の施設につ
いて学びました。

フロンティア大学短期大学部で市民と
行政との協働について学びました。

日田市バイオマス資源化センターで生ご
み、家畜し尿等によるメタンガス製造施設
等を見学しました。

研修風景

環境保全の課題についての講義を受講
しました。

宇部セメント工場で廃棄物の資源リサ
イクルを見学しました。

宇部興産 (株 ) ｉプラザで宇部市の発
展の歴史を学びました。

北九州市エコタウンで環境や３Ｒについて
学びました。



6

JICA集団研修「大気汚染管理」コース
研修実施主体：KITA（北九州国際技術協力協会）

期 間：平成27年５月29日（１日間）

研 修 員：ボスニアヘルツエゴビナ、中華人民共和国、エジプト、

	 スリランカ　計10名

研 修 視 察 先：宇部市

広島大学大学院国際協力研究科留学生
「共同インターンシップ」研修
研修実施主体：広島大学

期 間：平成27年11月18日～ 19日（２日間）

研 修 員：インドネシア、ベトナム、バングラデシュ、

	 ポーランド　８名

研 修 視 察 先：㈱アースクリエイティブ、宇部興産㈱、宇部市

KITA 研修生に環境対策の「宇部
方式」について講義をしました。

広島大学大学院国際協力研究科
の留学生に環境行政などについ
て講義をしました。

閉講式

市民との交流

研修の集大成として市民や関係者にプログ
ラムレポートを発表しました。

無事研修が終了し、修了証書を受領しまし
た。

送別会では即興のユニットでビートル
ズの歌を披露しました。

萩ではお茶席の体験を通して日本文化
について学びました。

市民ボランティアと秋芳洞を見学し、
交流を深めました。

そ の 他 研 修 員 受 け 入 れ
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第１回環境保全技術講座

◆	平成27年７月22日（水）

◆	鳥栖環境開発綜合センター、
	 中冨記念くすり博物館　見学

後　援：宇部市

参加者：24名

（１） 第１回環境国際セミナー

◆	平成27年６月19日（金）（平成27年度総会後）

◆	宇部市文化会館　共催：宇部市

演　題：「JICAの環境社会配慮の仕組みとその取組状況
	 ～環境社会配慮助言委員会の活動を中心に～」

講　師：山口大学　大学研究推進機構研究推進戦略部
　　　　URA(リサーチ・アドミニストレーター )
　　　　工学博士　清水谷　卓	氏

平成27年６月20日（土）
銀天エコプラザ前広場

平成27年11月１日（日）
新天町ハミングゾーン

平成27年９月12日（土）
銀天エコプラザ前広場

平成28年３月26日（土）
銀天エコプラザ前広場

平成27年10月25日（日）
宇部市ときわ公園

「第 17 回まちなかエコ市場」で
当協会の取り組みについてパネル
展示を行いました。

「第 16 回まちなかエコ市場」で
当協会の取り組みについてパネル
展示を行いました。

「第 19 回まちなかエコ市場」で当協会の
取り組みについてパネル展示を行いました。

宇部まつり「青空ゾーン」で当協会の取り組み
についてパネル展示、クイズを行いました。

「ごきげん未来フェスタ2015」
で当協会の取り組みについてパネ
ル展示を行いました。

㈲鳥栖環境開発綜合センターの
見学会を行いました。

IECA の総会の後、山口大学大学研究推
進機構URA清水谷氏による講演を行い
ました。

㈲鳥栖環境開発綜合センターの
見学会の参加者

ク
イ
ズ
は
楽
し
ん
で

　
も
ら
え
た
で
し
ょ
う
か
？

環 境 国 際 セ ミ ナ ー の 開 催

環 境 保 全 技 術 講 座 の 開 催

広 報 活 動

参加者：40名
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国際交流および技術支援のボランティアを募集し

ております。皆様方の実情に合ったボランティア

を積極的に行っていただけませんでしょうか。

〒 755-0045
山口県宇部市中央町三丁 目12番19号

オフィス OHI 201
TEL・FAX（0836）36-3199

E メール 　　　info@ieca.biz
URL　　http://www.ieca.biz

　当協会交流ボランティアは、研修員との交流や、日本文化、歴史の理解を図るため研修員のサポートをし

ています。

　CLAIR マラッカ州研修では、デイステイを行い、ボランティアとの交流を図りました。また、JICA青年

研修（インドネシア）では萩などを訪問し、白壁造りの市内を探訪し、お茶席でお点前の手ほどきを受けました。

平成27年度  総 会

　平成27年６月19日（金）に開 催

し、前年度事業報告、新年度事

業計画などが審議、承認されま

した。

会/員/募/集
現在の会員数
　　●個人　200 人
　　●法人団体　50団体
宇部 IECAは会員の皆様の会費により運営され
ております。
　会費は次のとおりです。
　　★個人会員　１口　  1,000 円（年額）
　　★法人団体　１口　10,000 円（年額）
　　★何口でも可
宇部方式は、市民の皆様が積極的に参加するところにあります。
「会員になって一緒に国際交流を行ってみませんか」と知人等へ
のお誘いをお願いします。

＜国際交流ボランティア＞

今後、海外から多数の研修生が、宇部市を訪れる

と思われます。外国語（英語、スペイン語、中

国語等）の会話が可能な方で、休日のホームス

テイ、市内外の案内等をしていただきます。

＜技術支援ボランティア＞

環境技術をお持ちの方で、海外研修生の受け入

れのための研修コースの策定、研修生の受け入

れ、途上国環境対策調査等をしていただきます。

ボ
ラン
ティアのお願い

浮田理事長の挨拶です。 末永宇部副市長からご挨拶
をいただきました。

マラッカ州研修員と交流ボランティ
アで食事に行きました。

インドネシアからの研修員と萩の高
杉晋作像の前での交流ボランティア。

交流ボランティアの活動


